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秋田県男鹿市コミュニティデザイン調査研究報告
　平成27年12月、秋田県男鹿市と跡見学園女子大は、地域連携協定を締結した。その活動の一環として、平成28年９
月19日から23日の５日間、秋田県男鹿市において、男鹿市の地域活性化、地域住民及び大学生の人材育成、大学教員
の調査研究を目的として、コミュニティデザイン学科１年生７名と観光マネジメント学科３年生１名、計８名がコ
ミュニティデザイン調査研究を行ったので報告する。
１．参加者
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン学科　靍理恵子教授、鍵屋一教授
跡見学園女子大学マネジメント学部観光マネジメント学科３年　今友里
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティデザイン学科１年
石神未奈子、金子綾香、児玉麻衣、長濱美帆、前田穂奈実、山崎菜那、渡辺朱音
２．期間　平成28年９月19日から23日（５日間）
３．場所　秋田県男鹿市内
４．活動概要
【９月19日（月・休）】
　８時　秋田ビューホテル１階集合
　レンタカーで大潟村、宮沢海岸、寒風山を見学
　13時　ジオガイドによるジオパーク案内（鵜の崎海岸、入道岬、八望台）
　15時15分　なまはげ館、真山伝承館を見学
　17時　雄山閣着　18時　夕食
　19時　鍵屋からレクチャー、振り返りミーティング
【９月20日（火）】
　10時　渡部男鹿市長を表敬訪問
　10時30分　男鹿市職員から地域、活性化政策レクチャー
　13時　男鹿市若い世代及び市職員とのワークショップ、交流（３時間）
「テーマ」未来の男鹿市をいかにつくるか～市民と交流市民の幸福を求めて～
　16時　フルート演奏を鑑賞
　16時30分　市役所発
　19時　振り返りミーティング
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【９月21日（水）】
　９時30分　高齢者からのヒアリング（２時間程度）　北浦出張所
　13時30分　婦人会からのヒアリング（２時間程度）　男鹿市役所
　（子どものころの生活、地域の様子、20歳ごろの生活、地域の様子
　現在の生活、地域の様子などを伺う）
　16時　フルート演奏を鑑賞
　16時30分　市役所発
　19時　振り返りミーティング及び学生が男鹿の魅力カード作成（１人100枚、合計800枚）
【９月22日（木・休）】
　９時　東急電鉄の防災とまちづくり講義（寿乃田正人氏）
　10時　男鹿の魅力カードによるワークショップ
　14時　札幌市の自転車のまちづくり講義（安江哲氏）
　15時　男鹿の魅力カードによるワークショップ
　18時　オートキャンプ場でバーベキュー
　20時　男鹿の魅力プレゼン資料を学生が各自作成
【９月23日（金）】
　９時　全員でプレゼン資料を作成、発表準備
　13時　男鹿市長及び幹部職員へ学生プレゼンテーション「おーい　男鹿！」
　14時　男鹿市役所発、秋田駅経由、17時　秋田空港発
６．具体的な成果
　男鹿市役所職員、若い世代の市民、社会活動を長く続けた高齢者、及び婦人会の方が、自らの活動や思いを若い女
子学生に伝えてくださった。そのうえで、女子大学生の視点で800個の男鹿の魅力を発見し、ポストイットに残した。
これは、過去に例のない取り組みと思われる。また、その中からキーとなる言葉を紡ぎ、男鹿市の魅力をドラマ仕立
てで作成した。また、メイキングビデオも作成し、調査研究中の状況が若い世代に伝わるようにした。
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７．地域への還元の内容とその実施方法
　９月23日、市長はじめ市役所職員等の
前で800の魅力をパネルに張り出し、パ
ワーポイントを使ってプレゼンを行っ
た。その後、30分間ほど、市長及び市職
員と熱心に質疑応答を行った。男鹿市の
課題解決型ではなく、魅力増進型で調査
研究を進めたことが強い関心をよんだ。
作成物は男鹿市に提出し、地域の魅力増
進に役立てていただく。その後、調査研
究およびプレゼンの様子は秋田魁新聞に
も掲載された。
　この調査結果を活かし、次年度以降も
引き続き、男鹿コミュニティデザイン調
査を継続する予定である。
